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令和３年　第３回

９月定例会
９月３日～７日

報告２件のほか、条例改正、補正予算、決算など提案され
た21件全てを可決・認定しました。また、議員提出議案
及び追加提案された議案１件についても可決しました。

報　告
○令和２年度決算に基づく健全化判断比率の報告について
　・地方公共団体の財政の健全化の基準となるもの（実質赤字比率、実質公債費比率、将来負担比率など）
○令和２年度決算に基づく資金不足比率の報告について
　・公営企業会計（公共下水道事業、簡易水道事業）の資金不足状況を示すもの

議案審議　可決した案件
○嘉島町まち・ひと・しごと創生推進基金条例の制定について
　・地域再生法に基づく事業を行うための基金を設置するため本条例を制定するもの

○嘉島町公の施設の指定管理者の指定の手続等に関する条例の制定について
○嘉島町総合運動公園の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例の制定について
　・上記の２件は、多様化する住民ニーズに効果的、効率的に対応するため、公の施設の管理に民間の能力や
　　ノウハウを活用しつつ、住民サービスの向上、経費の削減等を図るため本条例を制定するもの

○嘉島町人権擁護に関する条例の一部を改正する条例の制定について
　・情報化の進展等により全国各地で匿名による言われなき誹謗中傷や人権侵害、差別的な書込み等あら
　　ゆる差別の解消を推進するため本条例の一部を改正するもの

○嘉島町公共下水道嘉島浄化センターの建設工事委託に関する協定の締結について
　・下水道浄化センターの建設工事委託を東京都文京区湯島２丁目31番27号　日本下水道事業団と１億
　　7,000万円で締結するもの

○嘉島町学校給食センター建築工事請負契約の締結について
　・学校給食センターの建築工事を熊本市北区清水亀井町６番26号　新規建設株式会社と８億1,409
　　万2,268円で締結するもの（P６に関連記事）

○動産の取得について
　・学校給食センターの厨房機器の購入契約を熊本市東区錦ケ丘９-26　株式会社 中西製作所熊本営業所
　　と１億3,200万円で締結するもの

○嘉島町町道の路線認定について
　・滝河原土地区画整理事業により築造された道路を町道に認定するもの

○令和３年度 嘉島町一般会計補正予算（第５号）
　・既定の歳入歳出予算の総額に４億2,092万９千円を追加し、歳入歳出予算の総額を79億8,084万３千円とするもの

○令和３年度 嘉島町国民健康保険特別会計補正予算（第１号）
　・既定の歳入歳出予算の総額に318万１千円を追加し、歳入歳出予算の総額を11億938万８千円とするもの

○令和３年度 嘉島町住宅新築資金等貸付特別会計補正予算（第１号）
　・既定の歳入歳出予算の総額に38万７千円を追加し、歳入歳出予算の総額を61万１千円とするもの

○令和３年度 嘉島町介護保険特別会計補正予算（第２号）
　・既定の歳入歳出予算の総額に4,238万６千円を追加し、歳入歳出予算の総額を９億1,686万９千円とするもの

○令和３年度 嘉島町公共下水道事業特別会計補正予算（第１号）
　・既定の歳入歳出予算の総額に2,073万１千円を追加し、歳入歳出予算の総額を６億7,831万５千円とするもの
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○ 令和３年度 嘉島町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）
　・既定の歳入歳出予算の総額に568万２千円を追加し、歳入歳出予算の総額を１億3,829万３千円とするもの

認定議案　認定した案件
○令和２年度 嘉島町一般会計歳入歳出決算
○令和２年度 嘉島町国民健康保険特別会計歳入歳出決算
○令和２年度 嘉島町住宅新築資金等貸付特別会計歳入歳出決算
○令和２年度 嘉島町介護保険特別会計歳入歳出決算
○令和２年度 嘉島町公共下水道事業特別会計歳入歳出決算
○令和２年度 嘉島町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算
○令和２年度 嘉島町簡易水道事業特別会計歳入歳出決算

議員提出議案　可決した案件
○コロナ禍による厳しい財政状況に対処し地方税財源の充実を求める意見書の提出について
　・コロナの感染拡大により、地方財政は財源不足が避けられない厳しい状況に直面しているため、地方
　　交付税等の一般財源総額の確保・充実を求める意見書を衆・参両院議長をはじめ関係機関に提出す
　　るもの

追加議案　可決した案件
○嘉島町国民健康保険条例の一部を改正する条例の一部を改正する条例の制定について
　・新型コロナウイルス感染症に感染した被用者に対する傷病手当金の支給が、令和３年９月30日から
　　令和３年12月31日まで延長されたことに伴い、本条例の一部を改正するもの

令和３年度第２回臨時会 （令和３年７月19日）
○嘉島町役場庁舎改修工事請負契約の締結について
　・嘉島町役場庁舎改修工事を福岡市中央区天神４丁目２番20号　株式会社 竹中工務店九州支店と１億
　　236万2,139円で締結するもの

○熊本県市町村総合事務組合規約の一部変更について
　・組合を組織する「くまもと県北病院機構設立組合」を「玉名市玉東町病院設立組合」に改めるもの

○令和３年度 嘉島町一般会計補正予算（第４号）
　・既定の歳入歳出予算の総額に316万１千円を追加し、歳入歳出予算の総額を75億5,991万４千円とするもの

会　　計　　名 　歳 入 総 額 歳 出 総 額 歳入歳出差引額
一　般　会　計 7,779,166,437 7,246,134,459  533,031,978

特　
別　
会　
計

国民健康保険  1,040,534,543 1,009,813,881    30,720,662
住宅新築資金等貸付        637,641        50,000       587,641
介護保険    900,124,188   846,681,040    53,443,148
公共下水道事業    557,434,984   516,408,207  41,026,777
後期高齢者医療    134,720,413   128,729,512 　　5,990,901
簡易水道事業     40,624,143    26,185,973    14,438,170

（単位：円）
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園田　義宣議員

問
国
は
、
２
０
５
０
年
ま
で
に
、
温
室

効
果
ガ
ス
の
排
出
を
全
体
と
し
て
ゼ

ロ
に
す
る
、
２
０
５
０
年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー

ト
ラ
ル
、
脱
炭
素
社
会
の
実
現
を
目
指
す
こ

と
を
宣
言
さ
れ
ま
し
た
。

　
既
に
、
二
酸
化
炭
素
実
質
排
出
量
ゼ
ロ
に

取
組
む
こ
と
を
表
明
し
た
自
治
体
が
増
え
つ

つ
あ
り
ま
す
。
本
町
の
取
組
み
は
ど
う
な
っ

て
い
る
の
か
。

答  （
都
市
計
画
課
長
）

　
本
町
で
は
、
平
成
15
年
に
地
球
温
暖
化
防

止
に
向
け
た
嘉
島
町
率
先
実
行
計
画
を
策
定

し
ま
し
た
。

　
主
な
施
策
と
し
て
、
庁
舎
省
電
力
や
グ
リ
ー

ン
購
入
の
推
進
、
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
、
ノ
ー
マ

イ
カ
ー
通
勤
や
ク
ー
ル
ビ
ズ
の
推
進
な
ど
を

実
施
し
、
今
年
度
は
省
エ
ネ
空
調
設
備
の
導

入
な
ど
、
庁
舎
改
修
工
事
を
予
定
し
て
い
ま

す
。

　
町
独
自
の
取
組
と
し
て
は
、
町
民
向
け
に

住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
設
置
補
助
金

1kW
＝
１
万
５
千
円
（
上
限
５
万
円
）
を
は
じ
め

ご
み
の
減
量
化
・
地
下
水
保
全
や
農
業
・
公

共
交
通
面
な
ど
で
も
各
種
施
策
に
取
り
組
み

地
球
温
暖
化
防
止
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
市
町
村
が
単
独
で
対
策
を
検
討
す

る
よ
り
も
熊
本
連
携
中
枢
都
市
圏
が
一
体
と

な
っ
て
取
り
組
む
こ
と
が
、
よ
り
温
室
効
果
ガ

ス
の
削
減
に
効
果
的
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
令
和

２
年
１
月
に
は
都
市
圏
を
構
成
す
る
18
市
町

村
が
共
同
で
「
２
０
５
０
年
温
室
効
果
ガ
ス

排
出
実
質
ゼ
ロ
」
を
目
指
す
こ
と
を
宣
言
し

今
年
３
月
に
は
地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計
画

を
策
定
し
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
、
計
画
の
着
実
な
推
進
に
向

け
た
キ
ッ
ク
オ
フ
と
し
て
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

の
開
催
や
国
の
補
助
事
業
を
活
用
し
た
短
期

（
２
０
２
５
年
）
の
脱
炭
素
化
戦
略
（
ロ
ー
ド

マ
ッ
プ
）
の
策
定
を
予
定
し
て
お
り
、「
公
共

施
設
電
力
の
地
産
地
消
に
よ
る
脱
炭
素
達
成
」

に
向
け
、
市
町
村
が
有
す
る
施
設
の
電
力
受

給
調
査
を
行
い
、
脱
炭
素
実
現
ス
キ
ー
ム
及

び
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
促
進
等
の
導

入
目
標
に
つ
い
て
も
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　
今
後
も
国
や
県
の
脱
炭
素
化
の
動
き
の
加

速
化
に
対
応
す
べ
き
、
町
独
自
の
取
組
み
と

併
せ
、
熊
本
連
携
中
枢
都
市
圏
と
し
て
、
公

共
施
設
脱
炭
素
に
よ
り
先
行
地
域
の
選
定
を

目
指
し
、「
脱
炭
素
ド
ミ
ノ
」
の
起
点
を
担
い

事
業
所
・
住
民
に
脱
炭
素
を
拡
大
し
な
が
ら

２
０
５
０
年
温
室
効
果
ガ
ス
実
質
ゼ
ロ
を
目

指
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

満田　和浩 議員

▪ 

地
球
温
暖
化
対
策
に
向
け
た
取
組
み
は

園田　義宣議員

問
学
校
に
お
い
て
、
児
童
生
徒
が
い
き

い
き
と
活
動
し
学
べ
る
よ
う
に
す
る
に

は
、
児
童
生
徒
の
安
全
を
脅
か
す
事
故
な
ど
の

発
生
が
な
い
よ
う
に
、
危
機
管
理
体
制
を
確
立

し
て
お
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

　
児
童
生
徒
は
守
ら
れ
る
対
象
で
は
あ
り
ま
す

が
、
自
ら
の
安
全
を
確
保
す
る
こ
と
の
で
き
る
基

礎
的
な
資
質
や
能
力
は
、
家
庭
や
学
校
教
育
を

通
じ
て
育
成
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
嘉
島
町
で
も
、
平
成
28
年
３
月
に
「
嘉
島
町

通
学
路
交
通
安
全
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
が
策
定
さ
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
基
づ
き
、
具
体

的
に
ど
の
よ
う
な
対
策
を
講
じ
て
い
る
の
か
。

答  （
学
校
教
育
課
長
）

　
本
町
の
通
学
路
の
安
全
確
保
へ
の
取
組
に

つ
い
て
は
、
平
成
28
年
３
月
に
、
児
童
生
徒
が

安
全
に
通
学
で
き
る
通
学
路
の
確
保
に
向
け

て
、
関
係
機
関
と
連
携
し
、
地
域
を
挙
げ
て
継

続
的
に
安
全
対
策
に
取
組
む
こ
と
を
目
的
と

し
た
「
嘉
島
町
通
学
路
安
全
推
進
会
議
」
を

設
置
す
る
と
共
に
、
通
学
路
の
安
全
確
保
に

関
す
る
取
組
方
針
等
を
定
め
た
、「
嘉
島
町
通

学
路
交
通
安
全
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
策
定
し
ま

し
た
。
今
年
度
に
お
い
て
も
、
こ
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
に
定
め
た
取
組
方
針
に
沿
っ
た
各
学
校
通

学
路
の
道
路
状
況
や
危
険
箇
所
の
点
検
を
実

施
し
、
対
策
の
改
善
・
充
実
に
繋
げ
通
学
路

の
安
全
確
保
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
先
般
、
千
葉
県
に
お
い
て
下
校
中

の
児
童
の
列
に
ト
ラ
ッ
ク
が
突
っ
込
み
５
名
が

死
傷
す
る
と
い
う
痛
ま
し
い
事
故
を
受
け
、
文

部
科
学
省
よ
り
、
今
回
、
危
険
個
所
と
し
て
リ

ス
ト
ア
ッ
プ
す
る
３
つ
の
観
点
が
示
さ
れ
ま
し

た
。
一
つ
目
が
抜
け
道
な
ど
速
度
が
上
が
り
や

す
い
箇
所
や
大
型
車
の
進
入
が
多
い
箇
所
。
二

つ
目
が
過
去
に
ヒ
ア
リ
ハ
ッ
ト
事
例
が
あ
っ
た

箇
所
。
三
つ
目
が
保
護
者
や
住
民
等
か
ら
改
善

要
請
が
あ
っ
た
箇
所
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
た
点
検
結
果
や
対
策
内

容
に
つ
い
て
、「
嘉
島
町
通
学
路
安
全
推
進
会

議
」
の
も
と
、
通
学
路
の
さ
ら
な
る
安
全
確
保

に
向
け
て
の
協
議
を
行
い
ま
す
。
結
果
に
つ
い

て
、
具
体
的
な
対
策
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
、
関

係
者
間
で
認
識
を
共
有
す
る
た
め
に
「
対
策
箇

所
一
覧
表
」
及
び
「
対
策
箇
所
図
」
を
作
成
し

11
月
頃
を
目
途
に
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
公

表
す
る
予
定
で
す
。
過
去
に
実
施
し
た
具
体

的
な
取
組
と
し
ま
し
て
、
ハ
ー
ド
面
で
は
、
道

路
拡
幅
や
歩
道
設
置
、
カ
ラ
ー
舗
装
標
識
や
看

板
等
の
設
置
な
ど
の
整
備
。
ソ
フ
ト
面
で
は
通

学
路
の
見
直
し
や
交
通
規
制
の
要
望
等
の
取

組
を
行
っ
て
い
ま
す
。
厳
し
い
財
政
状
況
の
中

よ
り
効
果
的
・
効
率
的
な
安
全
対
策
を
進
め
て

い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

増岡　　司 議員

▪
通
学
路
の
安
全
確
保
へ
の
取
り
組
み
は
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園田　義宣議員

問
嘉
島
町
地
域
防
災
計
画
に
お
い

て
、
自
主
防
災
組
織
の
運
営
、
訓

練
等
に
対
す
る
指
導
・
助
言
を
行
う
と

な
っ
て
い
る
が
、
自
主
防
災
組
織
の
現
状

に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
評
価
し
て
い
る

の
か
。

　
ま
た
、
災
害
時
に
は
、
地
域
住
民
同
士

で
助
け
合
う
「
共
助
」
が
大
き
な
力
を
発

揮
し
ま
す
が
、
２
０
１
５
年
の
国
勢
調
査

に
よ
れ
ば
、
嘉
島
町
の
高
齢
者
単
独
世
帯

数
は
２
５
７
世
帯
で
し
た
。
こ
の
世
帯
に

対
す
る
「
公
助
」
や
「
共
助
」
は
ど
の
よ

う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

答  （
総
務
課
長
）

　
災
害
対
策
を
軽
減
す
る
た
め
に
は
、「
自

分
の
命
は
自
分
で
守
る
と
い
う
自
助
」
と

「
地
域
の
助
け
合
い
に
よ
る
共
助
」及
び「
行

政
の
支
援
機
能
に
よ
る
公
助
」
の
連
携
が

非
常
に
大
事
で
あ
り
、
地
域
防
災
力
の
要

と
な
り
ま
す
。

　
災
害
対
策
の
基
本
は
「
自
助
」
で
あ
り

ま
す
が
、
個
々
人
の
力
に
は
限
界
が
あ
る

た
め
、「
地
域
の
助
け
合
い
に
よ
る
共
助
」

が
特
に
重
要
に
な
り
ま
す
。

　
こ
の
「
共
助
」
に
お
き
ま
し
て
、
嘉
島

町
で
は
、
各
行
政
区
に
自
主
防
災
組
織
が

あ
り
ま
す
。
熊
本
地
震
か
ら
５
年
が
経
過

し
、
自
主
防
災
組
織
の
活
動
は
年
々
活
発

化
し
て
お
り
、
毎
年
、
組
織
ご
と
に
組
織

体
制
の
確
認
や
訓
練
が
実
施
さ
れ
て
お
り

災
害
時
に
対
応
す
る
準
備
等
は
出
来
て
い

る
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
町
と
い
た
し
ま
し
て
も
自
主
防

災
組
織
に
対
し
、
災
害
時
の
資
機
材
整
備

の
た
め
の
助
成
事
業
や
県
の
指
導
員
派
遣

事
業
等
も
案
内
し
、
活
用
し
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。

　
高
齢
者
単
独
世
帯
へ
の
対
応
に
つ
き
ま

し
て
は
、
民
生
委
員
や
高
齢
者
相
談
員
な

ど
に
よ
る
定
期
的
な
見
守
り
活
動
や
地
元

消
防
団
に
よ
る
訪
問
等
を
通
じ
て
、
各
家

庭
の
実
情
把
握
に
努
め
る
と
と
も
に
、「
誰

が
・
ど
こ
に
・
ど
う
や
っ
て
避
難
を
支
援

す
る
の
か
・
避
難
時
や
避
難
先
で
配
慮
す

べ
き
こ
と
は
何
か
」
な
ど
を
確
認
し
、
避

園田　義宣 議員

▪ 

自
主
防
災
組
織
の
運
営
状
況
は

▪ 

非
常
時
の
情
報
伝
達
手
段
の
整
備
状
況
は

難
行
動
要
支
援
者
そ
れ
ぞ
れ
の
実
情
に

沿
っ
た
「
災
害
時
要
援
護
者
避
難
支
援
計

画
（
個
別
計
画
）」
を
作
成
し
、
関
係
機
関

で
情
報
共
有
す
る
こ
と
で
「
誰
一
人
取
り
残

さ
な
い
嘉
島
町
」
の
実
現
に
向
け
、
取
り

組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
今
後
に
お
き
ま
し
て
も
、
熊
本
地
震
の

教
訓
を
生
か
し
、
危
機
管
理
体
制
の
充
実

を
図
る
な
ど
災
害
対
策
を
強
化
し
、
安
全
・

安
心
の
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

問
令
和
２
年
９
月
定
例
会
に
お
い

て
、
情
報
伝
達
手
段
の
整
備
に
つ

い
て
質
問
し
ま
し
た
が
、
現
在
の
取
組
み

状
況
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

①
防
災
行
政
無
線
の
屋
外
ス
ピ
ー
カ
ー
が 

聞
き
取
り
に
く
い
場
所
の
把
握
と
改
善
策

は
。

②
戸
別
受
信
機
の
有
償
設
置
計
画
は
。

③
一
斉
配
信
メ
ー
ル
の
登
録
率
は
、
世
帯

比
で
約
42
％
と
な
っ
て
い
た
が
、
現
在
の

登
録
率
は
。

答��（
総
務
課
長
）

　
現
在
の
防
災
無
線
は
、
平
成
18
年
度
に

整
備
し
約
15
年
が
経
過
し
て
お
り
、
令
和

４
年
度
以
降
に
設
計
・
工
事
に
向
け
て

様
々
な
情
報
伝
達
の
あ
り
方
や
効
率
化
等

を
抜
本
的
に
見
直
し
、
時
代
に
適
し
た
情

報
配
信
の
検
討
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　
１
点
目
２
点
目
の
現
防
災
無
線
の
改
善

策
と
戸
別
受
信
機
の
有
償
設
置
計
画
等
に

つ
き
ま
し
て
は
、
防
災
無
線
の
更
新
に
合

わ
せ
て
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
と
し
、
そ

れ
ま
で
は
、緊
急
速
報（
通
称
）エ
リ
ア
メ
ー

ル
や
先
ほ
ど
お
話
し
し
た
一
斉
配
信
メ
ー

ル
の
周
知
、
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
等
を
案
内

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
３
点
目
、
一
斉
配
信
メ
ー
ル
の
登
録
率

に
つ
い
て
で
す
。
登
録
率
は
令
和
３
年
４

月
１
日
時
点
で
約
46
％
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。
理
想
は
、
こ
の
登
録
率
を
100
％
へ
近

づ
け
る
こ
と
な
の
で
登
録
し
て
い
た
だ
け

る
よ
う
周
知
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

嘉島町一斉配信メール
登録用QRコード
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熊本県町村議会議員研修会

嘉島町学校給食センター建築工事安全祈願祭

議員研修会

令和３年10月６日（水） 役場会議室（オンライン研修）
講演　演題「日本の政治経済の展望」
　　　講師　流通経済大学教授・ジャーナリスト
　　　　　　龍崎 　孝 氏
　熊本県町村議会議長会主催の議員研修会が開催され、今回は、
新型コロナウイルス感染症対策のため、ビデオ会議システムを
利用したオンライン形式により、流通経済大学教授・ジャーナ
リスト龍崎　孝 氏が「日本の政治経済の展望」と題し、講演が
行われ、「人事から見る新内閣の方向性」などの話がありました。

　令和３年９月30日、給食センター建築予定地に
おいて、施工者主催による安全祈願祭が執り行わ
れました。
　議会からは、清㟢議長、鍋田副議長、森田議員
が出席し、工事中の安全を祈願しました。

（祝辞を述べる清㟢議長）

（学校給食センター完成予想図）

講師　龍崎　孝 氏

第40号嘉島町議会だより
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上益城消防組合（境野議員・川野議員）
議会報告 令和３年第２回定例会（令和３年８月17日開催）
原案のとおり認定・可決しました。

原案のとおり認定・可決しました。

原案のとおり認定・可決・承認しました。

原案のとおり認定・可決・承認しました。

益城、嘉島、西原環境衛生施設組合（鍋田組合議長・園田議員）
議会報告 令和３年第２回定例会（令和３年８月20日開催）

御船地区衛生施設組合（森田組合議長・満田議員）

上益城広域連合（清㟢議員・増岡議員）

議会報告 令和３年第２回定例会（令和３年８月24日開催）

議会報告 令和３年第２回定例会（令和３年８月25日開催）

・令和２年度上益城消防組合一般会計剰余金の処分について
・令和２年度一般会計歳入歳出決算について（歳入決算額952,022,377円　歳出決算額930,105,416円）　
・上益城消防組合会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の制定について
・地方公務員法及び地方自治法の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整備に関する条例の制定について
・熊本県市町村総合事務組合規約の一部変更について
・令和３年度一般会計補正予算（第１号）について

・令和２年度一般会計歳入歳出決算について（歳入決算額567,542,496円　歳出決算額516,907,019円）
・熊本県市町村総合事務組合規約の一部変更について
・令和３年度一般会計補正予算（第１号）について

・熊本県市町村総合事務組合規約の一部変更について
・令和２年度一般会計歳入歳出決算について（歳入決算額214,347,481円　歳出決算額188,402,994円）
・令和３年度一般会計補正予算（第１号）について

・熊本県市町村総合事務組合規約の一部変更について
・上益城広域連合長等の損害賠償責任の一部免責に関する条例について
・令和２年度一般会計歳入歳出決算について （歳入決算額329,346,683円　歳出決算額256,707,344円）

主な議会活動（令和３年７月から９月まで）
月　　日 項　　　　目 場　　所　　等
7 月 16 日 上益城郡町村議会議長定例会 郡議長会事務局

7 月 19 日 令和３年第２回嘉島町議会臨時会
全員協議会 議場・議員控室

7 月 19 日 例月現金出納検査（春日議選監査委員） 監査委員室

7 月 19 日 市街化調整区域活性化連絡協議会総会
（清㟢議長） 益城町役場

7 月 20 日 町村常任委員長・議会運営委員長研修会 大津町文化ホール
7 月 27 日 嘉島町人権擁護審議会（清㟢議長） 役場会議室

8 月 17 日 令和３年第２回上益城消防組合議会
定例会（境野・川野） 消防本部議場

8 月 19 日 例月現金出納検査（春日議選監査委員） 監査委員室

8 月 20 日
令和３年第２回益城、嘉島、西原環
境衛生施設組合議会定例会
（鍋田・園田）

組合会議室

8 月 20 日 嘉島町国民健康保険運営協議会
（川野・増岡） 役場会議室

月　　日 項　　　　目 場　　所　　等

8 月 23 日 議会運営委員会 役場会議室

8 月 24 日 令和３年第２回御船地区衛生施設組
合議会定例会（森田・満田） 組合事務所

8 月 25 日 令和３年第２回上益城広域連合議会
定例会（清㟢・増岡） 福祉センター

8 月 25 日 町村正副議長研修会（オンライン研修） 役場会議室

9 月 3 日
～ 7 日

令和３年第３回嘉島町議会定例会
全員協議会 役場議場・議員控室

9 月 17 日 例月現金出納検査（春日議選監査委員） 監査委員室

9 月 24 日 広報委員会 議員控室

9 月 29 日
嘉島町地域包括支援センター運営協
議会・生活支援体制整備事業協議会
（川野）

役場会議室

9 月 30 日 嘉島町学校給食センター建築工事安全祈願祭
（清㟢議長・鍋田副議長・森田） 建設予定地

一部事務組合議会報告・主な議会活動第40号 嘉島町議会だより
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秋の全国交通安全運動中（9月2１日〜９月30日）

こめこめクラブ（おひさまリリー保育園）

みんなのフォトコーナー

みなさんからの写真を募集しています

再生紙を使用しています。

コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の
集
団
接

種
希
望
者
の
２
回
目
の
接
種
が

９
月
19
日
を
も
っ
て
終
了
し
ま

し
た
が
、
依
然
と
し
て
感
染
が

止
ま
り
ま
せ
ん
。
ま
だ
ま
だ
注

意
が
必
要
で
す
。

ま
た
、
８
月
に
は
梅
雨
の
末

期
を
思
わ
せ
る
様
な
秋
雨
前
線

に
よ
る
大
雨
で
、
列
島
各
地
に

甚
大
な
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。

農
業
が
主
産
業
の
本
町
に
と
っ

て
も
、
か
な
り
の
被
害
が
あ
っ

た
の
で
は
な
い
か
と
心
配
し
て

い
ま
す
。

９
月
30
日
に
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
建
築
工
事
安
全
祈
願
祭
が

執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
現
施
設

の
老
朽
化
に
伴
う
も
の
で
、
様
々

な
環
境
に
配
慮
し
、
安
全
な
美

味
し
い
給
食
が
提
供
さ
れ
る
も

の
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　

 

（
森
田
）

編
　
集
　
後
　
記

委 

員 

長
　
川
野 

伸
一

副
委
員
長
　
園
田 

義
宣

委
　
　
員
　
森
田 

義
雄

委
　
　
員
　
境
野 

隆
文

委
　
　
員
　
増
岡 

　
司

委
　
　
員
　
満
田 

和
浩

発
行
責
任
者
　

　  

議
　
　
長
　
清
㟢 

輝
昭

※次の議会は、12月に開催予定です。
議会の傍聴は議会当日に手続きすれば、どなたでも傍聴できます。お問い合わせは、議会事務局まで。（237-5525）

議会事務局に写真を持参いただくか、メールの場合は、写真を添付し氏名、コメントを入力のうえ
gikai@town.kashima.kumamoto.jpまで送信してください。

嘉
島
町
議
会
広
報

第
40
号

発
行
・
嘉
島
町
議
会

嘉
島
町
役
場　

議
会
事
務
局
〒
８
６
１-

３
１
９
２

熊
本
県
上
益
城
郡
嘉
島
町
上
島
５
３
０

☎
０
９
６-

２
３
７-

５
５
２
５
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